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　皆さん、こんにちは。早いもので、もうニューズレターの
季節となりました。今年も新型コロナに悩まされていますが、
幸いにも感染状況も8月後半のピークから若干改善されてき
ました。このまま、感染者数が抑え込まれれば、大学の
BCPステージも下がり少しでも平常に近い活動ができるの
ではと期待しています。
　さて、今夏は東京オリンピック・パラリンピックが開催さ
れました。開催や実施形態などについてさまざまな議論が
ありましたが、開催が決まったからには選手を応援しようと
テレビの前に釘付けになって観戦していました。選手たち
の高いパフォーマンスには魅了されるばかりで、ただただ
感心するだけです。私は趣味でバドミントンを楽しんでおり、
バドミントンは録画も含めてよく見ていました。自分と較べ
てはいけないのですが、選手たちの精度の高いショットや
素早い反応を見るたびに「 なぜ、そんなことができる？」と
驚くばかりでした。選手たちが繰り出す高難度の技の裏に
は、基礎技術の習得や体力づくりなどの地道なトレーニン
グがあったに違いありません。
　これはスポーツの話ですが、研究でも同じことが言えま
す。いきなり素晴らしい成果が出るわけではなく、成果の
裏には、基礎学力を身に付けることやデータ収集や解析、
計算など地道な努力の積み重ねがあります。当センターの
研究成果も計画、実施、議論、公開まで、成果として広く
社会に公開されるまでに、多くの過程や議論を経ています。
「 すばる」HSCによる成果も、入念な計画、多くの時間と
労力を使った観測・解析等が行われ、現在、その成果が
公開される段階に入っています。今回もいくつもの成果が
でており、これからも多く報告されるものと思います。また、
2019年7月に打ち上げられたeROSITAの成果も出てきまし
た。eROSITAはロシアとドイツの国際協力ミッションであ
る「 Spectrum-Roentgen-Gamma（ SRG ）」に搭載された
X線観測装置になります。ラグランジュ点（ L2ポイント）に
て全天を観測し、銀河団や巨大ブラックホールを探査する
ことで、現代宇宙物理学の謎に挑みます。現在もデータが
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取得され、時間の経過とともに質の高いデータが広い観測
領域で蓄積されています。我々のセンターのスタッフもドイ
ツ側のデータにアクセスでき、すばるHSCとeROSITAと
の連携広域観測など今後の研究成果が楽しみです。

　さらに、日本のX線天文衛星XRISMの準備も進み、い
よいよ打ち上げ準備も佳境に入ってきました。愛媛大学の
スタッフもサイエンスチームのメンバーとして打ち上げ後の
試験観測について検討するとともに、観測装置の準備に参
加しています（ 参照：「 大学院生の活動状況 」今村竜太さ
んの報告 ）。XRISM衛星搭載のX線マイクロカロリメータ
（ Resolve ）はこれまでのX線CCDに比べて20倍近いエ
ネルギー分解能を持ち、世界初のデータを我々に見せてく
れることでしょう。とても待ち遠しいです。
　また、昨年は中止とした一般の方向けの七夕講演会もオ
ンラインで開催しました。オンライン開催ということで大学
間連携を行っている鹿児島大学との共同開催としました。
ただ、我々にとってオンライン開催は初めてとなります。鹿
児島大学のスタッフとの打ち合わせを繰り返し、なんとか
運用することができました。ただ、視聴者の方にはご迷惑
をかけることもあったかもしれません。年末にセンターの一
般講演会を予定しているので、その時に活かせればと思っ
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eROSITAに搭載されたX線望遠鏡。７台搭載することで広視野を実現している。
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　2021年度4月1日より、宇宙進化研究センターの宇宙大規
模構造進化研究部門において特定研究員となりました、内
山久和と申します。私は総合研究大学院大学にて学位をと
り、国立天文台の特任研究員を務めたのち、こちらに着任
しました。
　私は学生の頃から「 活動銀河核 」に興味を持っておりま
した。活動銀河核は非常に強い電磁波を放射しており、周
囲に存在している銀河たちの形成や進化に影響を及ぼすと
期待されています。私はすばる望遠鏡をはじめとする様々
な望遠鏡の観測データを使うことで、これらの影響を観測
的に捉えようと日々全力で取り組んでおります。
　色 な々方とお話ししてみたいと思っていますので、是非気
軽にお声がけいただけると嬉しいです。研究者としてはま
だ駆け出しなので未熟なところもございますが、宇宙進化
研究センター、ひいては愛媛大学の発展に少しでも力にな
れればと思っています。これからよろしくお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （ 内山久和 ）

内 山  久 和
（宇宙進化研究センター・特定研究員）

新 メ ン バ ー 紹 介

021年8月23日から8月26日の4日間オンラインで開催
された「 第51回天文・天体物理若手夏の学校 」に

021年7月17日から12日間、茨城県つくば市のJAXA
筑 波宇 宙センターで、XRISM衛星に搭 載 する

Resolve装置の地上試験に参加しました。XRISM衛星は
日米欧が共同で開発し、2022年度に打ち上げが予定され
ているX線天文衛星です。XRISM衛星には、天体からの
光を分光するResolveが搭載されており、その検出器とし
てマイクロカロリメータが採用されています。マイクロカロリ
メータは光子のもつエネルギーを温度上昇として測定し、
分光する装置です。光子1つがもつエネルギーはとても小さ
く、温度上昇も非常に小さいです（ ∼数 mK程度 ）。その
ため、マイクロカロリメータは冷凍機を用いて50mKという
非常に低い温度まで冷却されています。マイクロカロリメー
タは従来の分光装置の20倍の分光性能を持つため、X線
放射天体の構造をより詳しく解析することが可能になりま
す。地上試験では非常に多くの実験が行われましたが、私
は冷凍機が発生させる振動とマイクロカロリメータに与える
影響を評価する実験に参加しました。実験装置のセットアッ
プからデータ取得、データ解析をすべて、私と共同研究者
であるJAXAの辻本さんの2人で行いました。特に、実験
中はその日に取得したデータを解析し、次の日までにまと
める必要があったため、非常に忙しかったです。しかし、
この経験が私の解析技術を非常に高め、実験の終盤では
このスピードについていくことができるようになりました。ま
た、試験にはNASAの方も参加しており、解析結果の共
有のために何度か会話をしました。その際に、英語で結果
を伝える難しさを痛感し、英語学習への意欲がわきました。2
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ています。話は変わりますが、鹿児島大学では、市内電車
の中に鹿児島大学専用の中吊り広告があり、その中で鹿児
島大学の宣伝や大学主催のイベントなどが紹介されている
そうです。中吊り広告は市民の目に触れる機会も多く、宣
伝効果が高いと聞きました。予算の都合はあるものの、愛
媛大学の活動を地元の方々に知っていただくにはとても良
い方法だと感じています。
　新型コロナも8月よりは減少したものの、1月には第６波も
懸念されており、引き続き感染拡大を抑える行動が必要で
す。ただ、いろいろなことを吸収し成長しようとしている学
生さんにとって、その機会が奪われており、学生が大学生
活で満足のいくものになっていないことが危惧されます。早
く、コロナ前のように自由に活動できるようになればと願っ
ています。　　　　　　　　　　　　　　　 （ 粟木久光 ）

天文・天体物理若手夏の学校

Resolve装置の地上試験に参加

愛媛大学から米倉が参加しました。この研究会は全国の
天文分野の大学院生や若手研究者が集まり、自身の研究
を発表するというものです。
　夏の学校では分科会に分かれてセッションが行われてお
り、座長団と呼ばれる組織がそれぞれの分科会を運営し
ます。今回、私は「 銀河・銀河団 」セッションの座長団の
一員として研究会の運営に携わりました。主な仕事としては、
参加者の講演の割り振りや当日のセッションの司会進行な
どがありました。他の座長団メンバーとも協力して無事に
セッションを運営することができ、分科会内では活発な議
論が行われていました。研究会の運営は初めての経験で不
安も大きいものでしたが、貴重な経験をすることができまし
た。 
　また、「 可視近赤外線 撮像データを用いた z = 2.39 
53W002原始銀河団における大質量銀河の探査と性質の調
査 」というタイトルで口頭発表も行いました。高密度環境
における大質量銀河の形成過程の解明のために、約110億
年過去の高密度環境である原始銀河団において大質量銀
河の探査と性質の調査を行った研究について発表しまし
た。他の参加者の方 と々有意義な議論を行うことができ、
研究活動に対するモチベーションにつながりました。今回
の研究会で得たことを活かして今後も研究活動に励んでい
きたいと思います。　　　　　　　　　　　  （ 米倉直紀 ）
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実験参加者一同での記念写真。（左から3番目が今村）

　宇宙進化研究センターでは、日本天文学会が2009年か
ら開催している「 全国同時七夕講演会 」の一環として毎
年、七夕の時期に講演会を開催しています。
　2020年度はコロナ禍のため未開催でしたが、今年は7月
10日（ 土 ）に、当センター発足当初から教育と研究で連携
している鹿児島大学と合同で「 広くて深い銀河の世界」と
題した講演会をオンラインで開催し、全国各地から100人
以上の方の参加がありました。
　前半は、天の川銀河研究が専門の鹿児島大学理工学研
究科の半田利弘教授が「 深くて広い天の川の実像 」という
テーマで、可視光観測や電波観測、赤外線観測、X線観
測などさまざまな観測手法を具体的に紹介しながら、見か
けは浅い川のように見える天の川が円盤状で幅は約1000光
年、深さは10万光年もあること、その中心は私たちが住ん
でいる太陽系から約3万年光年離れているなど天の川の実
体について例えを交えながら分かりやすく説明しました。ま
た、天の川銀河の中心にある巨大ブラックホールにも話は
及び、さらに今後の研究の展望について話しました。
　後半は、遠方銀河の研究を行っている本学宇宙進化研
究センターの久保真理子研究員が「 広くて深いすばる望遠
鏡遠方銀河探査 」というタイトルで、宇宙に数多くある天
の川銀河以外のいろいろな銀河の観測について紹介しまし
た。より遠く天体を観ることで、より昔の銀河の姿が分か
ることや広視野観測の重要性について説明し、100億年以
上も昔の天体からの微かな光を捉えることができるすばる
望遠鏡の超広視野主焦点カメラ（ Hyper Suprime-Cam; 
HSC ）がどのように遠方銀河を探しているかを解説しまし
た。また、日本が海外の研究チームと共に2012年以降実

「愛媛大学・鹿児島大学 合同七夕講演会
2021」を開催

施している近傍から遠方銀河に及ぶ広視野・高精度の観測
計画や、自身が行っている銀河団の祖先（ 原始銀河団 ）に
関する研究成果を美しい画像と共に紹介しました。
　質疑応答のコーナーでは、参加者から「 天の川銀河以外
にもブラックホールはあるのか？」、「 ブラックホールは蒸
発するのか？」といった質問が画面を通して寄せられるな
ど、講師らと交流する時間となりました。

　2021年8月4日（ 水 ）、久万高原天体観測館と共同で一
般の方向けの「 夏のオンライン観望会 」を開催しました。
このイベントは、久万高原町にある久万高原天体観測館の
口径60cm反射望遠鏡と12.5cm屈折望遠鏡で撮影した星
の画像をZoomでインターネット配信する企画で、小学生か
ら大人まで約20人の方の参加がありました。
　前半は、望遠鏡に取り付けたデジタルカメラで、南西の
低い空に赤く輝くさそり座のアンタレスや夏の大三角と呼ば
れる天頂付近の1等星のこと座のベガ（ 織姫星 ）、わし座
のアルタイル（ 彦星 ）、はくちょう座のデネブを撮影し、久
万高原天体観測館の重藤遼太朗学芸員からそれぞれの星
の特徴やエピソードが紹介されました。「 夏の大三角 」は、
こと座のベガ（ 距離25光年、半径は太陽の3倍弱、本当の
明るさは太陽の47倍 ）と、わし座のアルタイル（ 距離17光
年、半径は太陽の2倍弱、本当の明るさは太陽の10倍 ）、
そしてはくちょう座のデネブ（ 距離約1400光年、半径は太
陽の約100倍、本当の明るさは太陽の約5万倍 ）で作る大
きな三角形で、特にデネブは3つの恒星の中では特に明る
く輝いていますが、非常に遠いため1等星の明るさに見える
ことが説明されました。
　次に、同天体観測館の藤田康英学芸員の解説により、
望遠鏡に取り付けた天体撮影専用の冷却CCDカメラで事
前に参加者の方からリクエストのあったM27（ こぎつね座
の惑星状星雲 ）やM57（ こと座の惑星状星雲 ）、キャッツ
アイ星雲（ りゅう座の惑星状星雲 ）などの星雲・星団を撮影
しました。北天最大の球状星団と言われるM13（ ヘルクレ
ス座の球状星団 ）を捉えた時は、画面いっぱいの星団が
映し出され、また、M11（ たて座の散開星団 ）は鴨が群れ
ている様子に似ていることからWild Duck Cluster（ 野鴨
星団 ）と呼ばれている話などが紹介されました。

「夏のオンライン観望会」を開催

　Resolveの地上試験では、国際プロジェクトに携わった
ことや他研究機関の優秀な研究者と交流できたことなど、
なかなか体験することができない有意義なものになりまし
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　   （ 今村竜太 ）
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　終了後、参加者からは、「 小学生と中学生の子供と一緒
に参加しましたが、とても楽しく勉強になった」「 パソコン
の画面越しでも夏の夜空はとても美しく、やっぱり星空はロ
マンにあふれていると感激した」「 リクエストした惑星状星
雲と球状星団を見せていただき、良かった」などの感想が
寄せられ、リアルタイムでの星空の鑑賞を満喫いただいた
ようすでした。
　愛媛大学と久万高原町とは2017年に連携協力協定を結
んでおり、今後も久万高原天体観測館と共同でこのような
観望会を開催していく予定です。

センター談話会

第132回
大木平氏（千葉大学）
超大規模シミュレーションと準解析的モデルで探るAGN形成
6月24日（木）16：00∼（オンライン）

第133回
Sili Wang氏（東京工業大学）
2018 Outburst of the Black Hole Candidate: MAXI 
J1727-203
6月30日（水）16：00∼（オンライン）

第134回
内山 久和氏（愛媛大学宇宙進化研究センター）
活動銀河核と周辺銀河の共進化
7月28日（水）16：00∼（オンライン）
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Binary? ”, Microquasar 2021, オンライン （ 2021年9月 ）

清水 徹，「 テアリング不安定性の線形理論の拡張 」，STEシミュレーション研究会，オンライン （ 2021年9月 ）

近藤光志，「 Asymmetric magnetic reconnection configuration in the dayside magnetopause 」，STEシミュレーショ
ン研究会，オンライン （ 2021年9月 ）

新田伸也･近藤光志，「 シア磁場非対称磁気リコネクションの構造とエネルギー変換 」，日本天文学会2021年秋季年会，
オンライン （ 2021年9月 ）

Shimizu, T. ＆ Fujimoto, K., “ Higher-order differential magnetic diffusion effect in MHD simulations of Petschek 
reconnection model ”, AOGS2021, オンライン （ 2021年8月 ）

招待講演

Nagao, T., “ Subaru wide-field AGN surveys toward high-z AGN metallicity studies ”, “ Workshop Chemical 
Abundances in Gaseous Nebulae ”, オンライン （ 2021年5月 ）

志達めぐみ,「 XRISM による SS 433 の X 線高分散分光観測 」, “ Microquasar Workshop 2021 -- W50/SS433 and 
beyond --“ , オンライン （ 2021年5月 ）

年)研究機関におけるセミナー

Nagao, T., “ Subaru Wide-Field AGN Survey with Hyper Suprime Cam ”, 北海道大学宇宙物理学研究室セミナー, オ
ンライン （ 2021年7月 ）

一般講演会・講話等

鍛冶澤賢・長尾 透, 「 物理学最前線 」, 令和3年度教員免許状更新講習, 愛媛大学 （ 2021年7月 ）

久保真理子, 「 深くて広いすばる望遠鏡遠方銀河探査 」, 愛媛大学宇宙進化研究センター講演会（ 全国同時七夕講演
会 ）, オンライン （ 2021年7月 ）


